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地
場
産
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振
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Ố
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⚗
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Ố
冒
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葉
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２０１２年１０月１日 第６号

上告棄却で確上告棄却で確定定
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岡
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央
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勤
職
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ỏ
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⚕
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萩
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⚐
⚘
年
⚒
月

日
ỏ
⍾
過
去
⚔
回
交

⚒⚗
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Ố
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激
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た
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勝
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確
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し
た
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萩
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⚖
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い
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用
の
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雇
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雇
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不
当
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判
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を
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渡
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た
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は
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移
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ỏ
広
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岡
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⚐
⚑
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月
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日
ỏ
会
社
側
主
張
を
ほ
ぼ

全
面
的
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退
け
て
ủ
雇
い

止
め
正
当
Ứ
と
し
た
地
裁

判
決
を
変
更
し
ỏ
萩
原
さ
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の
ủ
雇
用
契
約
上
の
権
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を
有
す
る
地
位
に
あ
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こ
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を
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認
す
る
Ứ
と
し

て
ỏ
雇
い
止
め
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画
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ま
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た
Ố

解
雇
権
⅛

濫
用
⅕
認
定

高
裁
判
決
は
ỏ
公
務
員

と
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間
会
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用
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係

の
違
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を
認
め
つ
つ
も
ỏ

正
社
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を
含
め
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休
や
賃

金
の
継
続
ớ
期
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雇
用
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場
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ス
キ
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継

続
Ờ
な
ど
労
働
条
件
が
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べ
て
継
続
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れ
た
実
態
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ỏ
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に
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ỳ
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限
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ほ
と
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ど
の
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間
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が
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視
し

ま
し
た
Ố

萩
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約
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認
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認
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権
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法
理
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照
ら
し
た
場
合
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萩
原
さ
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雇
い
止
め
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会
社
は
ỏ
高
裁
判
決
を

不
服
と
し
て
最
高
裁
へ
上

告
し
ま
し
た
が
ỏ
最
高
裁

は
⚒
⚐
⚑
⚒
年
⚙
月
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裁判勝利で職場復帰へ

裁判の報告集会には多くの支援者がかけつけた

勝
利
判
決
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日
ỏ
上
告
を
不
受
理
と
し

ま
し
た
Ố
こ
れ
に
よ
り
高

裁
勝
利
判
決
が
確
定
し
ỏ

萩
原
さ
ん
の
全
面
勝
利
が

実
現
し
ま
し
た
Ố

全
国
で
期
間
雇
用
社
員

へ
の
解
雇
・
雇
い
止
め
が

吹
き
荒
れ
る
な
か
ỏ
今
回

の
裁
判
勝
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は
安
易
な
雇

い
止
め
に
歯
止
め
を
か
け

る
画
期
的
な
も
の
と
い
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ま
す
Ố
ま
た
ỏ
こ
の
裁
判

勝
利
は
郵
政
に
と
ど
ま
ら

ず
ỏ
今
日
⚑
⚘
⚓
⚔
万
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ớ
全
雇
用
労
働
者
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⚓⚖

％
Ờ
に
達
す
る
日
本
の
非

正
規
雇
用
労
働
者
に
と
ỳ

て
も
ỏ
不
当
な
雇
い
止
め

に
お
び
え
る
こ
と
な
く
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
保
障
す
る
大
き
な

勝
利
と
い
え
ま
す
Ố
萩
原

裁
判
の
全
面
勝
利
判
決
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踏
ま
え
ỏ
非
正
規
社
員
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対
す
る
雇
い
止
め
や
労
働

条
件
の
不
利
益
変
更
を
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さ
な
い
と
り
く
み
を
さ
ら

に
強
め
ま
し
Ỷ
う
Ố
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本日、郵便局株式会社と郵便事業株式会社が統合し、日
本郵便株式会社がスタートする。
この間、私たちは郵政民営・分社化の見直しを求め、と

りわけ、①金融・通信のユニバーサルサービスの確立、②
⚓事業一体の事業運営、③⚕分社化の⚑社体制への見直
し、④政府持ち株⚑⚐⚐％を含めた公的な事業体への見直し
を行なうよう、郵政改革関連法案の成立をめざしてきた。
今回成立した郵政民営化改正法は、「郵政民営化」の定義

を見直し、日本郵政株式会社ならびに日本郵便株式会社に
対する貯金、保険のユニバーサルサービスの義務化などを
盛り込んでいる。
また、「郵政事業の実施に当たっては、その公益性及び地

域性が十分に発揮されるようにするものとする」ことが条
文に盛り込まれるなど、一定の前進面は評価するものであ
る。その反面、①金融⚒社の株式の完全処分、②金融⚒社
についてはユニバーサルサービスの提供義務の規定なし、
③分社化の維持など金融・通信のユニバーサルサービスを
担保できないなど重大な弱点を持っている。
日本郵政及びグループ各社が郵政民営化改正法の主旨を

しっかり認識し、自らの使命を果たして社会的企業として
歩み出すことが求められている。郵政産業ユニオンは、⚒
社統合を契機に金融・通信サービスの拡充を求め、引き続
き事業の公共的再生を追求していくものである。
また、参議院の総務委員会で「郵政三事業において、サ

ービスの公共性にふさわしい企業モラル及び雇用モラルが
遵守されるよう努めるべきこと」が附帯決議されている。
郵政産業ユニオンは、日本郵政及びグループ各社が法令

を順守し、あらゆる争議の全面的な解決を行なうとともに
サービス労働、パワハラ、セクハラを無くすことを要求す
る。
また、劣悪な労働環境が強いられている非正規社員の正

社員化と均等待遇など待遇改善をはかることを強く求める
ものである。

⚒⚐⚑⚒年⚑⚐月⚑日

郵政産業労働者ユニオン中央本部

萩原雇い
止め裁判

１０月１日、２社統合
に際してのアピール
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